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1 教科横断的な取組及び主体的に学ぶ態度の育成を図る授業をテーマに研修を行う。 12 4 0 0 0 3.75 100.0 16

2 「よむYOMUワーク」、検定に向けての学習、ドリルパークの活用等、教科毎の特色を活かした朝学習に全校で取り組む。 9 7 0 0 0 3.56 100.0 16

3 チャレンジウエンズデーはマンダラシートを活用し、生徒自身で改善できるよう指導する。 2 8 4 0 2 2.86 62.5 16

4 学校行事を通して、全生徒に主体的に活動させる機会を多く作る。 10 6 0 0 0 3.63 100.0 16

5 縦割り活動を通して、生徒間の対話力や上級生のファシリテーター力を育成する。 8 7 1 0 0 3.44 93.8 16

6 生徒会自治活動を通して、学校生活と自己肯定感の向上を図る指導を行う。 9 7 0 0 0 3.56 100.0 16

7 ＳＤＧｓ達成に向けて教科等横断的に探究学習に取り組む。 9 7 0 0 0 3.56 100.0 16

8 道徳や特別活動において言語環境を高め多様性を認める授業を行う。 10 5 1 0 0 3.56 93.8 16

9 「考え対話する道徳」を通して、自己・他者、自然・社会との関わりについて深く考えさせる。
 9 6 1 0 0 3.50 93.8 16

10 障害スポーツに取り組むアスリートの生き様に触れさせ、共生社会を理解させる。 5 9 2 0 0 3.19 87.5 16

11 自分ログ、生徒観察、質問紙調査や教育相談を通して生徒に寄り添い、いじめの早期発見・解消に取り組む。 13 3 0 0 0 3.81 100.0 16

12 ＳＣやＳＳＷを活用し不登校生徒への個別支援を行う。 14 2 0 0 0 3.88 100.0 16

13 不登校生徒への学ぶ機会を提供し学習評価を積極的に行う。 6 9 1 0 0 3.31 93.8 16

14 校内委員会での情報共有、個別の指導計画を基に、合理的な支援及び指導を行う 12 4 0 0 0 3.75 100.0 16

15 C組、つばさ教室、及び校内委員会を連携させ、生徒相互の成長を図る。 12 4 0 0 0 3.75 100.0 16

16 学校公開を活用し、正しい理解と協力を受けられる体制（広報活動含め）を整える。 7 9 0 0 0 3.44 100.0 16

17 「あ・じ・み・こ・し（挨拶、時間、身だしなみ、言葉遣い、集中力）」の指導を徹底する。  3 13 0 0 0 3.19 100.0 16

18 「弁当の日」の実践や給食指導・食育を通して、健康的な自立心を育成する。 11 5 0 0 0 3.69 100.0 16

19 講話や社会科の授業を通して平和教育を行う 9 7 0 0 0 3.56 100.0 16

20 ボランティア活動等を通して地域の一員としての自覚と自己肯定感を高める指導を行う。 8 6 1 0 1 3.47 87.5 16

21 生徒の生き方、在り方について考えるキャリア教育を推進する 8 8 0 0 0 3.50 100.0 16

22 学校ＨＰの内容を充実させる。生徒の変容に対応し、各種通信等を適宜発行する。 14 2 0 0 0 3.88 100.0 16

23 生徒・PTAと一体になって生徒数増に向けての広報活動を行う。 5 10 1 0 0 3.25 93.8 16

《体罰防止スローガン・案》

１・２・３数えて唱えてクールダウン

距離をおいて深呼吸

こころによゆうを 愛のある教育＝ＮＯ体罰

深呼吸　にっこり笑ってまずは共感 にっこり笑ってまず深呼吸

（決定）深めよう生徒理解　高めよう人権意識

温かい指導、受容の心

何事も割り切りが大事

指導はクールに、心はホットに

「カ」ッとなったら　「カ」ウント　「シ」ックス

大きな心で子どものために

令和６年度　教師アンケート　(中間評価）

４：よくあてはまる　→１：まったくあてはまらない　　青：９０％以上　，緑：７０％以上９０％未満　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄：５０％以上７０%未満　　赤：５０%未満　　　達成率は（４+３）の割合

誰もが安心・安全に過ごせる南中

体罰一秒記憶は一生


